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ドイツ三月革命期における葉巻労働者の運動（上）

生産協同組合の問題を中心に

山　井　敏　章
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皿． ｒドイツ葉巻労働者アソツィアツィオン」と生産協同組合問題

　１　「トイソ葉巻労働者アソソィアソィオソ」の要求　　階級　身分 ・市民

　２ ．生産協同組合問題と運動の終焉

結語 ：初期自由主義と労働者運動

問題の設定

　「ドイツのさまざまな都市で，多くの業種がアソツィアツィオンエ場の試み

を行ってきた。しかしこれまでのところ一つとして，われわれのそれを凌駕す

るものはない。」三月革命期における葉巻労働老の全国組織「ドイツ葉巻労働

者アソソィアソィオノ」（Ａ
・・０・１・ｔ１ｏｎ　ｄ

・・ Ｚｌｇ・・ｍ・・
ｂ・１ｔ・・ Ｄ・ｕｔ・・ｈ１・ｎｄ・）の指導者

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４５８）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
の一人，Ｍ．Ａ．ア ロソゲ（Ａ…ｎｇ・）はこのように述べた。本稿の課題は，特に

このアソツィアツィオソエ場＝生産協同組合の問題に注目しつつ，ドイツ三月

革命期における葉巻労働者の運動を検討することである 。

　葉巻労働者の運動については，これまでにも革命期の労働者運動に関する多

くの研究がしばしば言及してきた。葉巻労働老は，革命期に独自の全国的同業

団体の組織に成功した数少ない労働者の一つであり ，その点で特別の注目を集
　　　　　　　２）
めてきたのである。ただしその場合彼らの運動は，なによりも後の労働組合運

動の先駆として位置づけられるのが普通であり ，生産協同組合の試みについて

立ち入った検討はほとんどなされてこなかった 。

　例えは革命期最大の労働者大衆組織「トイソ労働者友愛会」についてのすく

れた研究のなかで，フロリソ デ・バルザーは，「葉巻労働者アソツィアツィオ

■」の指導者たちか，「職業別の諸団体（Ｆａ・ｈｖ・・ｂ・ｎｄ
・），すなわち後の産業別

労働組合の先行者」の連合体を形成しようと意図していた，と言う 。「葉巻労

働者アソツィアツィオン」自体そのような職業別組織の一つに他ならない。し

かし彼女によれば，このような考えは当時の状況下では実現不可能なものであ

った。なぜなら当時にあ って「労働組合」（Ｇｅｗｅ・ｋ・ａ・・０・１・ｔ１０ｎ＝同業種労働者の

結合）とよびうるものは，葉巻労働老と印刷工の全国組織をのぞけぼせいぜい

各地 レベルで存在していたにすぎず，しかもそれさえ組織化の程度は各所でま

ちまちであ った。また各業種ことの営業範囲を厳格に区分するソノフト制度の

伝統がなお残存するなかで，多数の業種の労働者をいくつかの職業別団体に統

合することは，きわめて困難であ ったろう 。そこで例えば「労働者友愛会」は ，

業種の枠をこえて各地の労働者を組織し，これを全体に統合しようとした 。

「友愛会」は各業種ごとの組織，「身分代表の原則」をしりぞけ，これによって
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
手工業の伝統的な「カースト精神」の克服をはかったのである 。

　当時の労働者組織の状況を的確に示すこのような興味深い叙述に続いて，バ

ルザーは葉巻労働者の生産協同組合にも言及している。しかしそれは，いくつ

かの生産協同組合か存在したという事実の指摘をほとんとこえず，それか葉巻

労働者の運動においてもっ た意義，生産協同組合をめく“っ て展開された葉巻労

　　　　　　　　　　　　　　　　（４５９）
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働者内部の議論には一切ふれていない。もっとも「労働者友愛会」の生産協同

組合運動について，バルザーはこれを体制内的＝杜会改良的なものと評価して

いる。すなわちそれは，「全経済システムの転覆ないし廃棄を意図するもので

はなか った」。 葉巻労働者の生産協同組合運動も彼女にとっ てそれ以外のもの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
ではありえず，後に見るような杜会変革の思想としての側面は無視されている 。

　わが国ではすでに増谷英樹氏が革命期の葉巻労働者の運動を分析し，その中

で「葉巻労働者アソツィアツィオン」を，「ツンフト的傾向を残しながら近代

的な〔労働〕組合運動への方向を歩みつつある運動」と規定している。さらに

氏は，葉巻労働者による生産協同組合の試みにもふれ，「運動の一つの中核」

を成すものとこれを評価している。ただし革命期の生産協同組合運動が，葉巻

労働者のような「経済主義的」運動の中から現れてきたこと ，しかも革命の敗

北が決定的になる１８４９年春以降に，いわば組織防衛的な意味において展開され

たことに注意せねばならない，と氏は言う 。それは反動期の産物としていわば

「非革命的」な運動であり ，これを「ドイツにおける労働者運動の伝統として

評価することは，『三月革命』期における労働者運動を正確に評価することに
　　　　　　　　　５）
はならない」のである 。

　生産協同組合運動に対する以上のような低い評価は，しかし今や再検討を迫

られていると言えよう 。例えぱＲレンガー は， 少なくともイギリス ・フラン

ス・ アメリカ合州国に共通して確認される「労働者運動の手工業的段階」

イギリスでは１８世紀末からチャーティスト運動の衰退まで，フランス ・ドイ

ツ・ 合州国では１８２０１３０年代から，それぞれバリ・コミューンの終焉，杜会主義

者鎮圧法の発布，南北戦争の勃発まで　　について次のように言う 。すなわち

これらの諸国すべてにおいて，資本家として理解された者の像は，何よりも生

産者の間に介在し，彼らの正当な賃金の一部を奪う中間商人（Ｍ１ｔｔ・１・ｍ・ｍ）と

いうものであ った。個々の手工業者（親方および職人）をこのような資本家への

従属から解放し，非生産的な中間商人を排除すること 。生産協同組合設立の試

みは，この目的を実現するための方策として広い支持を得，また１９世紀の中頃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
には決してユートピァ的なものでもなかったのである。１９世紀ドイッの，ある

　　　　　　　　　　　　　　　　（４６０）
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いはさらにそれ以外の諸国の労働者運動を考えるうえで，生産協同組合の問題

は特別の重要性をもっ てわれわれの前に現れている 。

　すでに筆者は別の機会に，三月革命期の労働者運動における生産協同組合の
　　　　　　　　　　　　　　　　　７）
理念と実践の全体像の提示を試みた。本稿では葉巻労働老を対象として，この

問題についてさらに検討を加えたい。もっとも生産協同組合の問題は，本稿の

唯一の検討対象ではない。むしろこの問題を一つの軸としながら，葉巻労働者

の運動のさまざまな側面にわれわれは目をおよぽすであろう 。そしてこの作業

を通じ，革命期の労働者運動がいかなる性格のものであったかについて一定の

理解を得ること ，これがわれわれの目的である。以下でわれわれは，まず葉巻

労働者の経済的 ・杜会的状態を分析し（Ｉ），続いて革命期における彼らの組

織活動の展開をたとり（ｎ），最後に生産協同組合の問題を含め，葉巻労働者

の要求がいったいいかなる性格のものであ ったかについて論じる（皿）。 さら

にそのうえで，三月革命期の労働者運動全般をいかに理解すべきかについて ，

　　　　　　　　　　　　　　　　８）
一つの試論が提示されるであろう 。

１）　Ｃｏｎｃｏｒｄｉａ（＝Ｃｃｄ
．） ，Ｎｒ． ３２，２３．１１．１８４９，“Ｕｅｂｅｒ　Ａｓｓｏｚｉａｔｉｏｎ ”．

２）印刷工の組織活動については，すでにすぐれた研究がある 。Ｖｇ１．Ｇ．Ｂ
ｅｉｅｒ

，

　Ｓｃｈｗａｒｚｅ Ｋｕｎｓｔｕ Ｋ１ａｓｓｅｎｋａｍｐｆＢｄ１，Ｆｒａｎｋｆｕｒｔａ Ｍ１９６６ ，川越修『ヘルリ

　ン　王都の近代』ミネルヴ ァ書房，１９８８年，１４４－１５６頁。またこの他にも ，例え

　は手袋製造工か全国的中央団体を結成している 。Ｖｇ１Ｅ　Ｔｏｄｔ，Ｄ１ｅｇｅｗｅｒｋ

　ｓｃ ｈａｆｔ１１ｃｈｅ　Ｂｅｔａｔｌｇｕｎｇ　ｍ　Ｄｔｌｄ　ｖｏｎ１８５０ｂ１ｓ１８５９，Ｓ８３ｆ ，Ｃ　Ａ　Ｍａ１ｅｒ，Ｄｅｒ　Ｖｅｒ

　ｂａｎｄ　ｄｅｒ　Ｇｌａｃｅｈａｎｄｓｃｈｕｍａｃｈｅｒ　ｕ　ｖｅｒｗａｎｄｔｅｒ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒ　Ｄｔ１ｄｓ　 １８６９－１９００
，

Ｗｕｒｚｂｕｒｇ１９０１

３）　Ｆ　Ｂａ１ｓｅｒ，Ｓｏｚ１ａ１－Ｄｅｍｏｋｒａｔ１ｅ１８４８／４９－１８６３，１Ｂｄ ，Ｓｔｕｔｔｇａ血１９６５
２，

Ｓ６９ｆ

４）　Ｅｂｄ．ｕ．Ｓ．９８

５）増谷英樹ｒドイツ『三月革命』期における産業別労働者の全国組織結成の試

　み」『東京外国語大学論集』２８（１９７８）。 引用は２０６頁。なお，革命期の労働者運

　動の非革命的 ・改良主義的性格を強調するバルザーに対して，それが革命的な政

　治活動に積極的に関わっていた事実を増谷氏は強調する。増谷英樹「ドイツ『三

　月革命』期の労働者運動」『歴史学研究』４５２（１９７８），３１－３２頁；同「『三月革

　命』期における労働者運動の一側面」『思想』６４５（１９７８），１４１頁 ；同「『フラン

　クフルト労働者協会』と九月蜂起」良知力編『〔共同研究〕１８４８年革命』大月書

　　　　　　　　　　　　　　　（４６１）
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　　店，１９７９年，１２９，１３４，１３８頁。ただし協同組合運動については，これを「経済

　　主義的」とする点で氏の立場はバルザーと同一である。また葉巻労働者（および

　　印刷工）の運動は，当時の労働者運動内部でも特に経済主義的側面が強いものと

　　評価されている。同「ドイツ『三月革命』期に於ける都市中間層の分裂」丁東京

　　外国語大学論集』２７（１９７７），３２８頁 。

　６）　Ｆ　Ｌｅｎｇｅｒ，Ｄ１ｅ　ｈａｎｄｗｅｒ
ｋ１１ｃｈｅ　Ｐｈａｓｅ　ｄｅｒ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ　ｍ　Ｅｎｇｌａｎｄ

，

　　Ｆｒａｎｋｒｅ１ｃｈ， Ｄｅｕｔｓｃｈ１ａｎｄ　ｕｎｄ　ｄｅｎ　ＵＳＡ，ｍ　Ｇｅｓｃ
ｈ１ｃｈｔｅ　ｕ　Ｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ１３

　　（１９８７），Ｓ２３３，２４１ｆ　Ｖｇ１Ｊ　Ｂｒｅｕ１１１ｙ，Ａｒｔ１ｓａｎ　Ｅｃｏｎｏｍｙ，Ａ討１ｓａｎ　Ｐ
ｏ１１ｔｌｃｓ，Ａ討１ｓａｎ

　　Ｉｄｅｏ１ｏｇｙ，ｍ　Ｃ　Ｅｍｓ１ｅｙ／Ｊ　ｗａ１ｖｍ（Ｈｇ），Ａ肘１ｓａｎｓ，Ｐｅａｓａｎｔｓ　ａｎｄ　Ｐｒｏ１ｅｔａｒ１ａｎｓ
，

　　１７６０－１８６０，Ｌｏｎｄｏｎ１９８５，Ｓ．１８７－２２５

　７）拙稿「ドイツ三月革命期の労働者運動における〈アソツィアツィオン〉」『土地

　　制度史学』１２３（１９８９）。

　８）なお，１９世紀の葉巻労働者運動の概観的叙述として，ＷＦｒ１ｓｃ
ｈ， Ｄｌｅ Ｏｒｇａｍ

－

　　 ｓａｔ１ｏｎｓｂｅｓ血ｅｂｕｎｇｅｎ　ｄｅｒ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒ　ｍ　ｄｅｒ　ｄｔ　Ｔａｂａｋｍｄｕｓｔｒ１ｅ，Ｌｅ１ｐｚ１ｇ１９０５ ，Ｆ

　　Ｋ１ｕｓｓ，Ｄｌｅ　ａｌｔｅｓｔｅ　ｄｔ　Ｇｅｗｅｒｋｓｃｈａｆｔ　Ｄ１ｅ　Ｏｒｇａｍｓａｔ１ｏｎ　ｄｅｒ　Ｔａｂａｋ＿ｕ　Ｚ１ｇａｒｒｅ阯

　　 ａｒ
ｂｅ１ｔｅｒ，Ｋａｒ１ｓｒｕｈｅ１９０５ ，Ｆ　Ｄａｈｍｓ，Ｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ　ｄｅｒ　Ｔａｂａｋａｒ

ｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｍｇ
，

　　Ｈａｍｂｕｒｇ１９６５ ，ＷＨＳ
ｃｈｒｏｄ

ｅｒ，Ａｒｂｅ１ｔｅｒｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅｕ Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ ，

　　Ｆｒａｎｋｆｕれ／Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ１９７８，Ｓ２３７ｆｆかある。これらは，労働組合運動史の観点

　　から三月革命期の葉巻労働者運動を扱っている。わが国では上記の増谷氏の研究

　　のほか，川越修氏が，革命期のベルリンの葉巻労働者によるストライキ運動を扱

　　 っている。川越，１３７－１３８頁 。

Ｉ． 葉巻労働者の経済的 ・社会的状態

　１ ．経済的状態

　当時の葉巻労働者がいかなる経済的 ・杜会的状態にあったのか。まずこの点

を検討しておこう 。

　第１表は，１８４１年におけるフレーメソ葉巻製造業の経営規模別分布を示した

ものである。ブレーメソはハソブルクと並び，１９世紀半ばにいたるまでドイツ

における葉巻製造業の最大の立地であ った。表によれぱ，雇用労働者１－１Ｏ人

規模の８０の経営で働く労働者があわせて５００人ほどであるのに対し ，１０－７０人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６２）
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規模の１０５の経営では１ ，７５０人以上が働い　　第１表　ブレーメン葉巻製造業の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　経営規模別分布（１８４１年）
ている。またザクセソにおける葉巻製造業

の中心地ライプツィヒでは，１８４３年の時点

で葉巻製造工（Ｚ１ｇ・…ｎｍ・・ｈ・・）３００人，葉

脈取り工（Ｒｌｐｐ』ｕｎｇｅｎｂｚｗ　Ａｂｓｔ・ｅ１ｃｈｅｒ）お

よぴ芯造り工（Ｗ１・ｋｅ１ｍ・・ｈ・・）６００人か１６

の経営で働いていた。１経営あたりの平均

労働者数５６人という経営規模は，すでに機
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊各経営規模ごとの労働者数の和と一致しな
械経営への移行を進めつつあった印刷業の　　　 いが，資料のままにしておく 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料 ：Ｂｕｒｇｄｏｒｆ（後出），Ｓ，６８それ（１８４６年に１経営あたり３５人）を上回る
。

経営規模
（労働者数） 経営数 総労働者数

５０一一７０ ７ ４３４

２５－５０ １８ ６６６

１０－２５ ３９ ６６３

５－１０ ４１ ２８７

１－５ ７３ ２１９

操業停止 ７
’

合　計 １８５ ２， ０１７ホ

ただし葉巻製造業の場合，大規模な経営では複数の家屋に労働者が分れ，それ

ぞれ小さな部屋に多くの労働者が密集して働いていたと思われる。ちなみに同

じライプツィヒの製靴業 ・仕立業では，１８４５年の時点で，両業種あわせて８０４

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
人の親方が１ ，１２１人の職人，３８７人の徒弟を雇っていたにすぎなか った 。

　当時葉巻製造企業は，　般に「葉巻工場」（Ｚ１ｇ・…ｎｆ・ｂ・１ｋ）とよはれていた 。

もっとも葉巻の製造は１９世紀を通じて基本的に手作業で行われ，１８６０年代半ば

頃までは，ナイフと作業皿と椅子だけか仕事に必要な用具であったと言われる 。

従っ てこれらの「工場」は，実際にはマニ ファクチ ュアとよぶべきものであ
２）

る。 このようなマニ ファクチ ュア生産と並び，１８４０年代にはすでに問屋制家

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３）
内工業の形態による葉巻の生産も一部で広がりはじめていた。ただしこの生産

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
形態が支配的になるのは１９世紀半ば以降，いくつかの農村地域においてである 。

従っ てわれわれは，革命期の葉巻労働者を基本的にマニ ファクチ ュア労働者

と規定することができる 。

　さて，　般に葉巻労働考（Ｚ１ｇａ・・ｅｎ・・ｂ・１ｔ・・）と総称される労働者は，さらに

熟練工である葉巻製造工 ・選別工（Ｓ０・ｔｉ・…）と ，不熟練工である葉脈取り

工・ 芯造り工とに分かれる。後者はそれぞれ原料葉たばこの調整，葉巻の芯の

製造なとの準備工程を担当し，仕上げに用いる高価な葉たはこの裁断 ・巻きつ

けを葉巻製造工が，さらにこうしてできあがった葉巻のよりわけを選別工が行

　　　　　　　　　　　　　　　　（４６３）
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った。１８４１年のブレーメンの調査によれぱ，この都市の葉巻労働者２，０１７人の

うち，葉巻製造工は７３２人（うち女性は６人），芯造り工は７４８人（２２５人），葉脈

取り工は３７５人（１０８人），その他の労働者（おそらく梱包労働者と選別工）は１６２人

であ った。年令構成を見ると ，葉脈取り工は８－１１才，芯造り工はほぽ１２－１８

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）才， これに対して葉巻製造工は基本的に成人男子であ った。葉巻労働者運動の

中心とな ったのは，この葉巻製造工である 。

　ところで企業家は，これらの労働者をすべて直接雇っていたわけではない 。

むしろ葉巻製造工 ・選別工のみを企業家が雇い，芯造り工 ・葉脈取り工は葉巻

製造工が雇って賃金を支払うというのが，少なくとも比較的大規模な経営では

通常の雇用形態であ った。葉巻製造工が別の工場に移る場合，彼らが「自分

の」芯造り工や葉脈取り工を　緒に引きつれていくこともあ った。一方芯造り

工・ 葉脈取り工が複数の工場から仕事を得ていることも稀ではたい。また工場

主と葉巻製造工とのあいだに，監督ないし職長がおかれることもあ った。彼ら

のほとんどは年配でベテランの葉巻製造工であり ，それぞれ２０人から５０人ほど

の労働者を担当した。彼らはしはしは労働者を自身で雇用 ・解雇する権限をも

ち， また労働者の賃金 ・罰金の確定を行うほか，その養成 ・指導にもあた った 。

もっとも彼らか直接接するのは通常葉巻製造工のみであり ，他の労働者は後者

の配下にあ った。このように葉巻工場の雇用関係は，「中間親方」制度の要素

　　　　　　　　　　　　　　　　　　６）
を合む多層的な構造をもっていたのである 。

　さて，葉巻製造工の賃金は出来高払いで，その額は原料葉たぱこの種類によ

って差がある。フレーメ：■では低品質のもので１ ，ＯＯＯ本あたり普通１０－１２マル

ク（Ｍ．），ただし８－９Ｍ．にすぎないこともあ った。一方高級品では３０Ｍ．に

およぶ場合もある。家内工業の場合は，１ ，ＯＯＯ本あたり１５－１８Ｍ．であ った
　　　　　　　　　　　　　　７）
（以上，おそらく１８４０年代初めの数値）。

　もっとも賃金については，地域差，さらに時期による変動が考慮されねぱな

らない。例えぱブレーメソの葉巻労働者の賃金は，１８４０年代の初め頃最高の水

準を示し，多くの労働老が独立に必要な資金（葉巻製造業の場合，もともと大し

た額ではない）を貯えることができた。しかし，これがかえ って彼らの墓穴を

　　　　　　　　　　　　　　　　（４６４）
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掘ることになる。独立した労働者は商人の仲介を得てできるだげ早く商品を売

りさばこうとし，結局投げ売りを強いられることにな った。さらに商人層は ，

製品の代金として原料葉たばこを，しかも高値で受け取るよう強要しさえした 。

結局小規模な製造業者は，仕事の手抜きと労賃の引き下げでこれに対処するよ

りほかなか った。一方これに対してハンブルクでは，労働者の賃金を引き上げ

つつ，製品の質を高める方向て競争力の強化かはかられた。「トイソ葉巻労働
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　８）者アソツィアツィオノ」は，後者の道をとるよう工場主に訴えている 。

　いずれにしろ全体として見れば，葉巻労働者の賃金は，他の職種の労働者に

比べて比較的高かったようである。再びブレーメ川こついて ，１８５２年における

一週間あたりの平均賃金収入を見ると ，葉巻製造工が４ターラー（Ｔ１・．）４４

１／２グ ローテ（ＧＬ），選別工が３Ｔ１ｒ．２９３／４Ｇｒ．，芯造り工が１Ｔ１ｒ．４５３／４Ｇｒ．

であ った（１Ｔｌ・．＝約３Ｍ）。 これに対して，例えば同じ時点で大工 ・左官の週

平均賃金は２－３Ｔ１Ｌにすぎない。また１８４０年代末における葉巻製造工の一週

間の賃金を４－５Ｔ１Ｌとすると ，家族が芯造り工の仕事を行う場合，この一家

の収入は６－７Ｔ１Ｌとなる 。一年に換算すれば２００－３５０Ｔ１Ｌ である。当時ブ

レーメソで４人家族の労働者の生活に必要な最低限の支出は２００Ｔｌ・．ほどと考

えられるから，稼ぎのよい葉巻製造工の場合，年１５０Ｔ１ｒ．の余裕が生じること
　　９）
になる 。

　次に葉巻労働者の労働時間は，夏期には朝６時ないし７時から夜７時まで ，

ただし１２時から１時間半ほど昼休みがある。冬期には１時間遅く仕事がはじま

り， 夜８時から９時頃まで続いた。家内労働者の場合，一週間の平均労働時間

は７０－７２時間であ ったといわれる。ただし土曜日は葉たばこの受け取りと製品

の納入に費やされるから，一日の労働時間は少なくとも１４時間におよんだこと

になる。労働時間についても地域差が考慮されねばならないだろうが，いずれ

にせよ ，マニュファクチ ュア労働者で一日１０時間半から１１時間半という労働時

間は，当時としては格別長いものではない。例えばライプツィヒでは，１９世紀

初めに１２時間をこえなかった労働時間が，１８２０年代になると１３－１４時間にのび
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１０）さらに続く２０年の間，部分的には１４－１７時間にさえおよんだという 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（４６５）
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　このように葉巻労働者，少なくとも熟練工の労働条件は，他の職種の労働者

と比へて比較的良好であ った。特に１８３０／４０年代における葉巻消費の増大，こ

れにもとづく葉巻製造業の急速な発展を背景として彼らの賃金は大幅に上昇し ，

しかもなお労働力の需要が絶えないという状況であ った。このなかで，葉巻労

働者の労働規律については企業家からしばしば苦言が呈されている。そもそも

葉巻製造工の場合，１８４０／５０年代には週に４目か５日しか働かないのが普通だ

ったといわれる 。１８４９年末に，フレーメノのある新聞は，ｒ月曜怠業」（ｂｌ・ｕ・・

Ｍｏｎｔａｇ）の習慣をやめるよう葉巻製造工に忠告している。葉巻労働者自身のあ

いだでも ，結局収入減につながるこのような行為をやめるべきだとの声が上が

っていた。また１８３６年のフレーメ■葉巻製造業者の陳情書は，労働者が一週間

働いて，何か気にいらないことでも雇主が命じると ，次の月曜には別の業者の

ところに移ってしまう ，と訴えている。こうした状況に対して，労働手帳の導

入など雇主側はさまざまな手段を講じたが，葉巻製造工の頻繁な職場移動をお
　　　　　　　　　　　　　１１）
しとどめることはできなかった 。

　もっとも革命勃発の頃には，葉巻製造業の繁栄はかげりを見せていたようで

ある 。「ここ６ ・７年来，葉巻工場設立の波が年々高まり ，工場の増加とともに

労働者数も増大した。あらゆる者か葉巻製造業に殺到し，金山を掘りあてよう

とした。人か殺到すれは競争も激しくなる。やかて黄金時代はすぎさり ，工場

主のもうげも以前ほどではなくな った。以前は売れ残りが出ることなどなく ，

商冗は不振を知らなか った。しかし今や，冬の時代かやってきた。」１８４９年３

月， 「ドイツ葉巻労働者アソツィアツィオン」の機関紙『コンコルデ ィア』の

　　　　　　　　　　　　　　　１２）
ある論説は，このように述へている 。

　とりわけ革命勃発後の混乱によっ て， 多くの葉巻労働者が失業を強いられた 。

革命は一面で，路上喫煙の禁止というそれまでの規制の撤廃をもたらし，これ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１§）

によっ て葉巻の消費か大幅に増大したのであるか，しかし少なくとも１８４８年春

には各地で失業問題か深刻な様相を呈していた。例えばフレーメンでは１８４８年

４月に，失業した葉巻労働者の救済策か市議会で論じられ，これに参加した葉

巻労働者は，外部から流入した労働者を解雇するよう求めた。同じ頃ハンブル

　　　　　　　　　　　　　　　　（４６６）
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クの葉巻労働者は，彼らの多くが「４週間から６週間のあいだ一度も温かい食

事を口にしたことがない」と訴え，失業者のある集会では，市が葉巻工場を開
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）設し，失業した葉巻労働者に仕事を与えるよう要求された 。

　さらに葉巻製造工にとっ ては，安価な労働力としての徒弟 ・女子労働者の雇

用が特に深刻な問題とな っていた。例えはオスナフリュヅ クては，都市内のみ

ならず近郊の農村でも多くの若者が徒弟として雇われ，ごく低い賃金で葉巻の

製造を行った。その際彼らには，原料葉たはこがきっ ちり計量されて手渡され ，

一定量の葉たばこから一定数の葉巻ができない場合，容赦なく賃金からの差し

引きが行われた。１８４９年７月，オスナブリュックの葉巻労働者は雇主層に宛て

て請願書を提出し，徒弟雇用の規制，家内工業 ・女子労働者雇用の禁止，さら

に労使間の紛争を処理する仲裁裁判機関（工場主１人，職長１人，労働者４人から

成る）の設置などを求めている。しかし雇主側は，検討の余地もないものとし

て労働者の提案を拒否した。彼らのあいだでは逆に，今後労働者側と協議しな

いこと ，賃金についての不満 ・上司に対する反抗的態度などの理由で解雇され

た労働者を他の工場主は雇わないことなどについて，合意が結ぼれている。仲

裁裁判機関については，構成を変えたうえて（労使２人つつと血党派の陪審長１

人）設置が認められたが，裁定に従わない労働者は別の工場で働くことができ
　　　　　　　１５）
ないこととされた 。

　オスナフリュソクにおげる労使間の関係は，当時最も劣悪なものの一つであ

ったようてある。しかし他の地域においても ，程度の差はあれ同様の緊張関係

か存在した。葉巻労働者の組織活動は，このような緊張関係のなかで展開した

のである 。

　２　社会的状態

　上述のように，葉巻労働者の労働条件は比較的良好であったということがで

きる。しかし一方，彼らに対する杜会的評価はきわめて低いものにとどまっ て

いた。Ｈ．ビ ュルガー は， １９世紀前半にハンブルクでこの仕事についたのはほ

とんどユダヤ人だけであり ，その後もしばらくは人生の敗残者 ・犯罪者 ・廃疾

　　　　　　　　　　　　　　　　（４６７）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
者・ 病人 ・障害者がほとんどであ った，と述べている。このような記述がどれ

ほと正確か，あるいは他の地域にも　般化しうるものかとうかは議論の余地か

あろう 。しかしいずれにしろ，葉巻労働者がいわば杜会の周辺層と位置づげら

れていたことは確かである 。

　葉巻製造業が，１８世紀の末に初めてドイツに導入された非ツンフト的な産業

であったことか，その一因であろう 。ユタヤ人をはじめ，ソンフト的業種から

排除された杜会層でもここで働くことが可能だった。また葉巻の製造には特別

の技能を要せず，先に一応熟練工とした葉巻製造工にしても ，実際は半熟練工

程度のものでしかない。さらに重労働でもないため，女子 ・若年労働者でも容

易に仕事を行うことができた。ただしこの仕事が健康に有害であることはよく

知られており ，例えばブレーメンでは，長いあいだ肺結核が「葉巻労働者病」
　　　　　　１７）
と呼ぱれていた 。

　いわぱｒ蔑視されたプ ロレタリアート」としての存在が，葉巻労働者のあい

だに一種の階級的連帯感を生みだすことにな ったかもしれない。またツソフト

手工業におげる親方 ・職人関係の伝統をもたない葉巻製造業において，労使の

関係は資本主義的な雇用関係としての性格をより明確に示したであろう 。他方

葉巻労働者の作業にはいわは家内工業的ないし手工業的な自己裁量の余地か多

分に残され，自身で時間を按配し，職場の同僚とコミュニケーションをかわす

可能性も充分にあ った。同僚の一人が「朗読係」に選ぱれ，雇主あるいは監督

に知られぬようにしながら雑誌やバンフレットを読みあげさせた，これによっ

て労働者は新しい思想にもなじんでいった，と当時の報告はいう 。それが実際

どれほど頻繁に行われたかはともかく ，多数の労働者か狭い空間で働き，さし

たる騒音もなく ，また作業内容か比較的単純かつ単調であるという仕事場の状

況からして，このような活動も可能であったと考えられる。さらに手工業職人

的な共済活動がすでに革命以前から行われていたことは，後に述べるであろう 。

大経営的 ・非 ソンフト的な賃労働者としての性格と ，家内労働者的ないし手工

業老的な要素の混在が当時の葉巻労働者を特徴づけていた。さらに比較的良好

な労働市場での地位，良好な賃金が運動を支える経済的基礎を与える。葉巻労

　　　　　　　　　　　　　　　　（４６８）
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働者が他の業種に先駆けて活発な組織活動を展開した理由を，われわれはこれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　１８）
らの要因に求めることがてきるだろう 。

　ところでわれわれは，ライプッィヒの労働者についてのＨ．ツヴ ァーのすぐ

れた研究から，この都市の葉巻労働者の杜会的状態について，いくつかの興味
　　　　　　　　　　　　　１９）
深い事実を知ることがてきる 。

　まず「生まれながらのプ ロレタリアート」について。「生まれながらのプ ロ

レタリアート」とは，プ ロレタリアートの家庭に生まれた労働者，つまり父親

がすでに賃労働者であるような労働者をいう 。このような労働者がどれほどの

比率を占めるかは，労働者としての地位の世襲化，世代をこえた労働者階級形

成の一指標となるであろう 。ツヴ ァー によれぼ，１８２７年から１８６７年の問にライ

プツィヒの居留民（職人 ・賃労働者をはじめ，資産 ・収入など一定の要件を満たさな

いため，独立の世帯をもちながら正式の市民権を与えられない居住者）とな った以下

７つの業種の労働者２，０５１人のうち，「生まれながらのプ ロレタリアート」の比

率は次のようであ った。すなわち葉巻労働者 ＝７３％（３０３人中２２２人），手工労働

者＝６１％（８３８人中５１４人），印刷工 ＝６０％（１４０人中８４人），機械製造工 ＝５６％（８１

人中４５人），植字工 ：４６％（２６８人中１２２人），仕立工 ：４３％（２４４人中１０４人），錠前

工：４１％（１７７人中７２人）。 また既婚労働者の比率一独立後はじめて結婚するの

がたてまえであった職人 ・労働者にとっ て， これは賃労働者としての地位の生

涯永続化の一指漂となる一を見ると ，葉巻労働者の場合，１８４９年の３１％から

１８７５年の６９％へと大幅に上昇している。この６９％という数値は，工場労働者

（８８％），荷役労働者（７４％），ピアノ 製造工（７４％）についで，ライプツィヒの

労働者中最も高いものの一つに属する。これらの数値からわれわれは，葉巻労

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
働者の特に「プ ロレタリアート的」な性格をうかがうことができるだろう 。

　もっとも労働者の最下層をなす手工労働者（Ｈａｎｄａ・ｂｅ１ｔｅ・），つまり日雇なと

の雑業労働者と比べると ，葉巻労働者とのあいだにはいくつかの注目すべき相

違が存在する。まず上に見た７業種の労働者の出生地を都市と農村にわけて見

ると ，葉巻労働者の場合，都市出身者の比率が７７％（ライプツィヒ 出身者だけで

６４％）に達し，７業種中最高の比率を示している。これに対して手工労働者の

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４６９）
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場合，同じ比率は５２％（ライプツィヒ 出身者は３６％）にとどまり ，７業種中最低

である（７業種全体の平均は，都市出身者 ：６２％，ライプツィヒ 出身者 ：４１％）。 逆に

農村で生まれた者の比率は，手工労働者が４８％で最高であるのに対し，葉巻労

働者は２３％と最低である（全体の平均は３８％）。 ちなみに絶対数を見れは，農村

出身の葉巻労働者が３２０人中７２人であるのに対し，手工労働者では１ ，２４６人中

６０２人と格段に多い。７業種全体では２ ，６５４人の労働者のうち１ ，００５人が農村

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２１）
出身であるから，農村出身者の過半を手工労働者が占めていたことがわかる 。

　次に杜会的出自，つまり父親の職業について，熟練労働者の家庭に生まれた

者の比率を見ると ，手工労働者が２６％にすぎないのに対し，葉巻労働者のそれ

は４６％に達する。この数値は，植字工の６０％，機械製造工の６９％にはおよぱな

いものの，仕立工の３５％はもとより ，局度の熟練工とされる印刷工の３９％，錠

前工の４２％をも上回っている。また本人の職歴を見ると ，手工労働者の場合 ，

学校を出てからまず都市 ・農村の奉公人として働き，それから手工労働者とな

る者がかなり多く存在したのに対し（ツヴ ァーの調査では１ ，０９２人中２２９人。ただし

この他に，奉公人を経たかどうか不明の者が３７８人いる），葉巻労働者ではそのよう

な例はわずかである（３２０人中２３人）。 むしろ彼らの多くは，学校を出てすぐこ
　　　　　　　　　　　　　　　２２）
の仕事についている（３２０人中１８７人）。 ただし学校に通っているうちから働くこ

とは，当時むしろ通例だったようである。例えぱブレーメンでは，葉巻工場で

働く児童に対する通学義務が１８４２年の条令によっ て導入されたが，そこでは ，

１１才以下の児童は水曜と土曜の午後１時から４時まで，１２才からは少なくとも

月・ 火・ 木・ 金曜の午後５時から７時まで，市内のいずれかの学校に通うもの

と規定されていたにすぎない。しかも児童がいつ学校に行げるかは，彼らを補

助労働者として使う葉巻製造工が決めていたため，上の規定はしばしぱ紙上の
　　　　　　　　　２３）
存在にとどまっ ていた 。

　労働者の職歴にもとろう 。葉巻労働者については，ソ：／フト的業種の職人か

ら葉巻労働者に「没落」した者か若干確認される（３２０人中３５人か以前小経営で働

いており ，そのほとんどがツンフト職人であ ったと考えられる）。 このことは，後に

見るように，いわばツ１■フト的手工業への葉巻製造業の格上げを葉巻労働者が

　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７０）
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求めたことと無関係ではないだろう 。一方手工労働者のなかにも以前 ツンフト

職人であ った者がかなりの数存在し（１ ，０９２人中２５４人），労働者運動に加わった

手工労働者の多くは，おそらくこのような「没落」したツンフト職人であ った

と想像される。ただし一つの業種を形づくるのでないこれら雑業労働者にとっ

て， 葉巻労働者のように独自に結集して組織活動を展開することはほとんど不
　　　　　　　２４）
可能であ ったろう 。

　以上の分析から，葉巻労働者と手工労働者とのあいだには，階層ないし集団

として両者をわける一定の境界線が存在したように思われる。もっとも手工労

働者の杜会的 ・職業的出自をもつ葉巻労働者，あるいはその逆のケースもあり ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
両者のあいだに杜会的流動性が存在しなかったわけではない。また業種別でな

い労働者組織 ・政治団体等においては，両者が同じ組織に加わっている場合も
　２６）

ある。従って上の境界線は絶対的なものではない 。

　いずれにせよ葉巻労働者に対する杜会的評価は，手工労働者に対するそれに

近接したものであったように思われる。「〔葉巻労働者の〕女は例外なく売春し ，

道徳的に堕落している。男（ほとんどが若造）はといえば，騒動をおこし，とん

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２７）
でもない向こう見ずに走りがちなことできわだ っている。」このような評価に

対して，いわば身分的な名誉を獲得することが，葉巻労働者の運動の重大な関

心事となるであろう 。

　　１）ＨＺｗａｈｒ，Ｚｕｒ Ｋｏｎｓｔ１ｔｕ１ｅｒｕｎｇｄｅｓ Ｐｒｏ１ｅｔａｒｌａｔｓａ１ｓ Ｋ１ａｓｓｅ，Ｂｅｒ１ｍ１９７８，Ｓ８５ｆ ，

　　　９４ ，Ｊ　Ｋｏｃｋａ，Ａｒｂｅ１ｔｓｖｅｒｈａ１ｔｍｓｓｅ　ｕ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒｅｘ１ｓｔｅｎｚｅｎ　Ｇｒｕｎｄ１ａｇｅｎ　ｄｅｒ　Ｋ１ａｓ

　　　 ｓｅｎｂ１１ｄｕｎｇ　ｍ１９Ｊｈ ，Ｂｏｎｎ１９９０，Ｓ３７９

　　２）　Ｖｇｌ　Ｄ　Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｂ１ａｕｅｒ　Ｄｕｎｓｔ　ｕ　ｒｏｔｅ　Ｆａｈｎｅｎ　Ｏｋｏｎｏｍ１ｓｃｈｅ，ｓｏｚ１ａ１ｅ，Ｐｏ１１ｔ１

　　　 ｓｃｈｅ　ｕ　ｌｄｅｏ１ｏｇ１ｓｃｈｅ　Ｅｎｔｗ１ｃｋ１ｕｎｇ　ｄｅｒ　Ｂｒｅｍｅｒ　Ｚ１ｇａｎｅｎａｒ
ｂｅ１ｔｅｒｓｃｈａｆｔ１ｍ１９Ｊｈ

，

　　　 ｏ． Ｏ． １９８４，Ｓ．７５ｆｆ．当時における “Ｆａｂ
ｒｉｋ

’’

の意味について，渡辺尚『ライソの

　　　産業革命』東洋経済新報杜，１９８７年，第３章 ，Ｈ －Ｕ　Ｗ
ｅｈ１ｅｒ，Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｇｅｓｅ１１

　　　 ｓｃｈａｆｔｓｇｅｓｃ
ｈ１ｃｈｔｅ，Ｂｄ２，Ｍｕｎｃｈｅｎ１９８７，Ｓ２４４を参昭

。

　　３）　Ｖｇｌ．Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ．７１

　　４）特にヴ ェストファーレン ・ザクセン ・テ ユーリソゲソ ・シ ュレスヴィヒ ・ホル

　　　 シュタイソ ・ハノーファーなどの葉巻製造地帯。これに対して，１９世紀後半にド

　　　イツ最大の葉巻生産地となるパー デンでは，マニ ファクチ ュアによる生産が支

　　　配的てあ った。Ｖｇｌ　ＡＺｍｍｅｒｍａｍ　Ｄ１ｅ Ｔａｂａｋｍｄｕｓ血１ｅ，Ｔｕｂｍｇｅｎ１９３１，Ｓ

　　　　　　　　　　　　　　　　（４７１）
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　　　　 １５■１９ ，Ｅ　Ｊａ旺ｅ，Ｈａｕｓｍｄｕｓｔｒｌｅ　ｕ　Ｆａｂｒ１ｋｂｅｔｒ１ｅｂ　ｍ　ｄｅｒ　ｄｔ　Ｃ１ｇａｒｒｅｎｆａｂｒ１ｋａｔ１ｏｎ
，

　　　　ｍ　Ｓｃｈｒ　ｄ　Ｖｅｒｅｍｓ　ｆ　Ｓｏｃ１ａ１ｐｏ１１ｔ１ｋ８６（１８９８），Ｓ２７９伍

　　５）　Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ６８

　　６）　Ｅｂｄ
．，

Ｓ． ７７ｆ．；Ｋ
ｏｃ
ｋａ，Ｓ．３８１

　　７）　Ｅｂｄ
．，

Ｓ． ７８

　　８）　Ｃｃｄ ，Ｎｒ５，２４３ ，Ｎｒ６，３１３ ，Ｎｒ８／ｇ，２１４１８４９，“Ｏｒｇａｍｓａｔｌｏｎ　”

　　９）　Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ．７９，１６１ｆ

　１０）　Ｅｂｄ
．，

Ｓ． ７８；Ｆｒｉｓｃｈ， Ｓ． １１；Ｚｗａｈｒ，Ｓ．１０９ｆ

１１）Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ７８ ，Ｆｒ１ｓｃｈ， Ｓ　ｇ　ｆ ，１３ ，Ｃｃｄ ，Ｎｒ２６．１２１０１８４９，“Ｂｌａｕｅｒ　Ｍｏｎｔａｇ ”，

　　　　Ｎｒ２６１０１８４９，“Ｂｅｋａｍｔｍａｃｈｍｇ
’’

　１２）　Ｃｃｄ
．，

Ｎｒ．２／３，１０．３．１８４９ ，‘‘Ｏｒｇａｎｉｓａｔｉｏｎ
．．．

”

　１３）　Ｆｒｉｓｃｈ， Ｓ・ １４・Ｖｇｌ．Ｖｅｒｂｒむｄｅｒｕｎｇ（＝Ｖｂｒ．，ＮＤ　Ｌｅｉｐｚｉｇ１９７５），Ｎｒ１８，１．３．１８５０
，

　　　　Ｓ．７１

　１４）　Ｄａｈｍｓ，Ｓ１９

１５）　Ｃｃｄ ，Ｎｒ２４／２５．２５８１８４９，“Ｐｅｔ１ｔ１ｏｎ　’’ Ｎｒ３０．９１１１８４９，“Ｖｅｒｍ１ｓｃｈｔｅ

　　　　Ｎａｃ
ｈｒ１ｃｈｔｅｎ”Ｖｇ１Ｃｃｄ ，Ｎｒ２２／２３．１１８１８４９，Ｋｏｒｒ　Ｏｓｎａｂｒｕｃｋ

１６）　Ｈ　Ｂｕｒｇｅｒ，Ｄ１ｅ　Ｈａｍｂｕｒｇｅｒ　Ｇｅｗｅｒ
ｋｓｃｈａｆｔｅｎ　ｕ　ｄｅｒｅｎ　Ｋａｍｐｆｅ　ｖｏｎ１８６５ｂ１ｓ

　　　　１８９０，Ｈａｍｂｕｒｇ１８９９，Ｓ１１ｆ

１７）　Ｖｇ１Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ５２，８１ｆ ，Ｃ　Ｐａｕｌｍａｍ，Ｄ１ｅ　Ｓｏｚｌａ１ｄｅｍｏｋｒａｔ１ｅ　ｍ　Ｂｒｅｍｅｎ

　　　　１８６４－１９６４，Ｂｒｅｍｅｎ１９６７，Ｓ１２

１８）　Ｅｂｄ ，Ｓ　１２ｆ ，Ｋｏｃｋａ，Ｓ　３８２ ，Ｂ皿ｇｄｏｒｆ　Ｓ　１８２ｆｆ ，Ｓｃｈｒｏｄｅｒ，Ｓ　２３８ ，Ｔ

　　　Ｏｆｆｅｒｍａｍ，Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ　ｕ１１ｂｅｒａ１ｅｓ　Ｂｕｒｇｅｒｔｕｍ　ｍ　Ｄｔ１ｄ１８５０－１８６３，Ｂ
ｏｍ

　　　　１９７９，Ｓ．１１５

１９）　 ツヴ ァー の研究については，拙稿「ドイツ 労働者階級の形成についての一考

　　　察」『土地制度史学』１２６（１９９０）を参照
。

２０）　Ｚｗａｈｒ， Ｓ． １２６ｆ
．，

１３２ｆ

２１）Ｅｂｄ
・，

Ｓ・ １６１・拙稿ｒ一考察」，５６頁を参照。たぱこ工業において，かつて農村

　　　　日雇労働者であ った労働者の比率がきわめて高いというＷ．フィッシャー のテー
　　　セは，少なくとも再検討の必要かある 。Ｖｇ１ＷＦｌｓｃｈｅｒ，Ｓｏｚ１ａｌｅ Ｕｎｔｅｒｓｃｈ１ｃｈｔｅｎ

　　　ｍ　Ｚｅ１ｔａ１ｔｅｒ　ｄｅｒ　Ｆｍｈｍｄｕｓｔｒ１ａ１１ｓ１ｅｒｍｇ，ｍ　Ｉｎｔｅｍ　Ｒｅｖ１ｅｗ　ｏｆ　Ｓｏｃｌａ１Ｈｌｓｔｏｒｙ８

　　　（１９６３），Ｓ．４２７

２２）　Ｚｗａｈｒ， Ｓ． ７６，９６ｆ
．，

１４３

２３）　Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ．９６ｆ
．，

１６２ｆｆ

２４）Ｚｗａｈｒ， Ｓ． ６５，９６ｆ．；１９８９年５月２６日付 ツヴ ァー氏の筆者宛書簡 。
２５）　Ｖｇ１．Ｚｗａｈｒ，Ｓ．１３３；Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ．１４０

２６）例えば後述するライフソィヒ 民主主義協会の場合（皿　２　（３））。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（４７２）
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２７）　Ｈ　Ｓｅｍｍ１ｇ，Ｄ
ａｓ　ｗ１１ｄｅ　Ｖ１ｅ廿ｅ１ｍ　Ｌｅ１ｐｚ１ｇ，ｍ　Ｄｅｒ　Ｌｅｕｃｈｔｔｕｒｍ，１８４７（Ｚ１ｔ　ｎａｃｈ

　Ｚｗａｈｒ，Ｓ．９７）

１． 革命期の組織活動

　１　葉巻労働者組織の地域分布

　革命の勃発によっ て結杜の自由が一挙に実現され，各地で労働考 ・手工業者

等のさまざまな団体が続々と結成された。葉巻労働者の組織は当時どれほどの

数成立し，またそれらは地域的にどのように分布していたのだろうか 。

　第１図は，１８４９年９月の葉巻労働者会議（ライプツィヒ）および１８５０年８月

の葉巻労働者会議（ハノブルク）に代表を派遣した組織の所在地，そして１８５２

年８月から翌年８月のあいだに「葉巻労働者アソツィアツィオン」の寡婦 ・廃

疾金庫に会費を納入した組織，あるいはこの間「アソツィアツィオノ」の当時

の指導者ア ロソゲが接触をもっ た組織の所在地を示したものである。あわせて

１１３地区（ただし１４団体の所在地は確認しえず）が示されているが，当時成立した

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１）
すべての葉巻労働者組織がこれでつくされたわげではない。また地域分布につ

いても ，会議の開催地による参加地のかたより ，およびアロンゲの居所がライ

ソ地方のデ ュイスブルクであったことによるかたよりを考慮せねぼならない 。

しかしこのような限界を含みつつも ，この図からおよその状況を読みとること

は可能だろう 。

　図によれば，ライノ ・ヴ ェストファーレノを中心に，そこからザクセンにか

けてほぽ東西につながる地域，またライノ河沿いを南に遡 ってヘッセ１■ ・バー

デ川こ至る地域に，特に多くの葉巻労働考組織が存在したことが知られる。当

時のドイツにおげる葉巻製造業の中心地としては，ハンブルクおよびブレーメ

ノの他，ヴ ヱストファーレン（フロート） ・ザクセン（ドレスデ ソ， ライプッィ

ヒ） ・バー デ１／（マソハイム，ラール，ブルッフザル，ハイデルベルク） ・ライノ（デ

ュイスブルク ，ノイヴィート） ・ヘッセノ（ギーセソ，カ ッセル，ハーナウ）のいく

　　　　　　　　　　　　　　　　（４７３）
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　　　　　　　　　　　　　地　　名　　一　　覧
１Ａ１ｔｏｎａ，２Ｂａｒｔｅｎｓｔｅｍ，３Ｂｅｒ１ｍ，４Ｂｅｍｂｕｒｇ，５Ｂｅｍｋａｓｔｅ１，６Ｂｅｖｅｒｍｇｅｎ，７Ｂ

１ｅｂ

ｒ１ｃ
ｈ，

８Ｂ
１ｅ１ｅｆｅ１ｄ，９Ｂｏｒｇｈｏ１ｚｈａｕｓｅｎ，１０Ｂｒａｕｎｓｃｈｗｅ１ｇ，１１Ｂｒｅｍｅｎ，１２Ｂ

ｒｅｓ１ａｕ＊ ，１３

Ｂｕｒｇｈｏ１ｚｈａｕｓｅ叫１４　Ｃａ１ｂｅ＊ ，１５　Ｃｅ１１ｅ，１６　Ｄ
ａｎｚ１ｇ
，１７　Ｄ１１１ｅｎｂｕｒｇ，１８　Ｄ

ｒｅｓｄｅ叫１９

Ｄｏｂｅ１ｎ，２０Ｄｏれｍｕｎｄ，２１Ｄｕｓｓｅ１ｄｏｒｆ，２２Ｄｕ１ｓｂｕｒｇ， ２３Ｅ１１ｅｎｂｕｒｇ，２４Ｅｍｂｅｃｋ＊ ２５

ＥｎｇｔｅＬ２６Ｅｒｆｕｒ仁２７Ｅ ｓｃ
ｈｗｅｇｅ＊ ，２８Ｆ１ｅｎｓｂｕｒｇ，２９Ｆｒａｎｋｆｕｒｔａ　Ｍ

＊，
３０Ｆｕｎ

ｋｅｎｈ
ａｇｅｎ，３１Ｇｎａｄａｕ，３２Ｈａｇｅｎ，３３Ｈａｍ，３４Ｈ

ａ１ｂｅｒｓｔａｄｔ，３５Ｈａｍｂｕｒｇ，３６Ｈａｍｍ ，

３７Ｈａｎａ叫３８ＨａｍｏｖｅＬ３９Ｈａｕｓｂｅｒｇｅ，４０Ｈｅｒｆｏｒ
ｄ，
４１Ｈ

１ｌｄ
ｅｓｈｅｍ＊，４２Ｉｔｚｅｈｏｅ，４３

Ｋａ１ｓｅｒｓｗｅｒｔｈ ＊， ４４Ｋａｓｓｅ１，４５Ｋ
１ｅｌ
，４６Ｋｏｌｎ，４７Ｋｏｍｇｓｂｅｒｇ，４８Ｋｏｔｈｅｎ，４９Ｋｒｅｍｐｅ ，

５０Ｌａｎｄｓｂｅｒｇａ Ｗ， ５１Ｌｅｌｐｚ１ｇ，５２Ｌｅｓｕｍ，５３Ｌ１ｐｐｓｔａ
ｄｔ，５４Ｌｕｂｂｅｃｋｅ，５５Ｌｕｂｅｃ

ｋ，

５６Ｌｕｎｅｂｕｒｇ＊，５７Ｍ
ａｇｄｅｂｕｒｇ＊

，５８Ｍａｍｚ，５９Ｍａｍｈｅ１叫６０Ｍｅ１Ｂｅ叫６１Ｍ
ｅ１１ｅ＊

，６２

Ｍｍｄｅｎ，６３Ｍｕｎｃｈｅｎ，６４Ｍｕｎｓｔｅｒ，６５Ｎｅｕｗ１ｅ
ｄ，
６６Ｎｏｒｄｈａｕｓｅｎ，６７Ｎｕｍｂｅｒｇ，６８

０ｄｅｒｂｅｒｇ，６９０ｆｆｅｎｂａｃｈ， ７００
ｒｓｏｙ＊，７１０ｓｎａｂｒｕｃ

ｋ，
７２Ｐａｄｅｒｂｏｍ，７３Ｐｅｔｅｒｓｈａｇｅ叫

７４Ｐｏｔｓｄａｍ，７５Ｑｕａｋｅｎｂｒｕｃ
ｋ＊，７６Ｒｅｇｅｎｓｂｕｒｇ，７７Ｒ

ｅｎ（１ｓｂｕｒｇ，７８Ｒｈｅ（１ａ，７９Ｒｍｔｅ１叫

８０．Ｓｃｈ１ｅｓｗｉｇ，８１．Ｓｃｈｗｅｒｉ叫８２．Ｓｐｅｙｅｒ＊ ，８３．Ｓｔｅｔｔｉｎ，８４．Ｔｅｃｋ１ｅｎｂｕｒｇ，８５．ＴｒｉｅＬ８６

Ｕ１ｍ，８７Ｕｍａ，８８Ｖｅｒｄｅｎ，８９Ｖｌｏｔｈｏ，９０Ｗｅ１Ｂｅｎｆｅ１ｓ，９１Ｗｅｍ１ｇｅｒｏｄ
ｅ＊
，９２Ｗ１ｅｄｅｎ

ｂｒｕｃ ｋ， ９３Ｗｏ１ｆｅｎｂｕｔｔｅ１，９４Ｗｏｍｓ＊，９５Ｗｕｒｚｂｕｒｇ，９６Ｗｕｒｚｅ叫９７Ｗｕｓｔｅｒｈａｕｓｅ叫９８

Ｚｅｒｂｓｔ，９９Ｚｗ１ｃｋａｕ

　以下については所在地を確認ないし特定できなか った 。
Ｂａｈｄｅｎ，Ｂｕｒｇ，Ｂｕｒｇｄａｍ叫Ｃ

ａｒ１ｓｈａｆｅｎ＊ Ｄｅｈｎｅ　Ｅ１ｂｍｇ，Ｈｅｌｄｅ，Ｈ
ｏｔｈｄｏｒｆ＊ Ｍｕｈｌｈｅ１ｍ

ａ　Ｒｈ ，Ｍｕｎｃｈｅ１ｍ，Ｎｅｕｓｔａ叱Ｏｄｄｅｎｈａｕｓｅ叫Ｕ
ｎｔｅｒｓｅｎ＊

，Ｗｕｓｔｅ－Ｗａ１ｔｅｒｓｄｏｒｆ（Ｓ
ｃｈ１ｅ

・ｉ・ｎ）＊

資料Ｈａｕｐｔｓｔａａｔｓａｒｃ
ｈｌｖ Ｄｕｓｓｅ１ｄｏｒｆ，Ｒｅｇ　Ｄｕｓｓｅ１ｄｏｒｆＰｒａｓ ８６１，Ｂ１４８，１２６ｆ

　　　　　　　　　　２）
つかの地域があげられ，労働者組織の分布もこのような葉巻製造業の立地にほ
　　　　　　　３）
ぽ照応している 。

　時期別に見ると ，１８５０年８月の葉巻労働者会議で，ザクセソからの参加者が

ほとんど姿を消していることが注目される。この点については，前年の会議の

開催地がザクセンのライプツィヒであり ，従ってザクセン諸都市からの参加が

とりわけ容易であったことを勘案せねぼならない。しかしそもそもザクセンで

は， １８５０年７月の条令によっ て邦内の葉巻労働者組織が解散されていた。その

際共済金庫については再編のうえ存続が認められたものの，その認可には当局

によっ て厳しい条件が課せられ，またとりわけ遍歴援助によって国外の諸団体

と協力することが禁じられた。他の諸邦においても ，時期および程度の差はあ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４）
れ同様の措置がとられ，特に各邦の国境をこえる連帯活動は困難にな っていた 。

実際図の示す通り ，１８５２／５３年の時点で葉巻労働者組織の所在地はプ ロイセノ

　　　　　　　　　　　　　　　　（４７５）



　１０４　　　　　　　　　　立命館経済学（第３９巻 ・第４号）

領のライン ・ヴ ェストファーレン地方にほぽ集中している。しかし同じく図の

示す通り ，にもかかわらず他の邦の組織との連携も皆無でないことは，当局の

規制措置が必ずしも有効に働いていなかったことを示すものと言えるだろう 。

　さて，葉巻労働者の全国組織「ドイツ葉巻労働者アソツィアツィオン」には ，

以上に見た組織のすべてが加入していたわけではない。「アソツィアツィオン」

の結成を決議した１８４８年９月のヘルリ：／葉巻労働者会議には，４３地区を代表す

る１３人の労働者が参加している。その後の加入組織 ・成員の数を正確に知るこ

とは困難であるが，１８４９年８月の時点で７７地区 ・３０団体 ・１，２８０人が加わって

いたといわれる。この数値は，１８，ＯＯＯ－２０，ＯＯＯ人（１８５０年２月）を組織した

「友愛会」はもとより ，１４８地区 ・９３団体 ・３ ，ＯＯＯ人（１８４９年１０月）を擁した印

刷工の組織「グーテンベルクブント」にもおよばない。もっとも上の時点の直

後に，ハンブルク ・アルトナ ・ブレーメンの比較的大規模な葉巻労働者協会 ，

そして ！ユレスウィヒ ・ホル！ユタイン地方諸都市の団体が「アソソィアソィ

オン」に加入している。さらに，正式に加入せずともｒアソツィァツィオ１／」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　５）と密接な関係をもっ た葉巻労働者の組織が，他にいくつも存在した 。

　ただし「アソソィアソィオノ」は，統一的中央組織としての機能を必ずしも

充分に果たしていたわけではない。むしろ当時成立したさまざまな地域的 ・全

国的組織と同様，それはゆるやかな連合体以上のものではなかった。この点に

ついては，当時の労働者運動についてしばしば指摘される，その「地方的性
　　　　　　　　　　　　　６）
格」が想起されるべきであろう 。すなわち革命下でようやく本格的成立の端緒

についたドイツの労働者運動は，なお各地の経済的 ・杜会的 ・政治的状況に強

く規定され，各地の運動がそれぞれ独自の展開を示した。もとよりその一方で ，

地域的 ・全国的な統合の試みかしぱしはなされたことも ，よく知られた事実で

ある。そしてこの２つの方向のあいだには，しはしは　種の緊張状態が存在し

た。 さらに葉巻労働者のように一業種の労働者のみを組織しようとする場合
，

他の労働者の組織との関係が問題になるだろう 。以上の問題は葉巻労働者の場

合， 各地の葉巻労働者協会と「葉巻労働者アソツィアツィオン」との関係，各

地の労働者　般を組織しようとする労働者協会と葉巻労働者協会との関係，そ

　　　　　　　　　　　　　　　　（４７６）
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して葉巻労働者協会ないし「葉巻労働者アソツィアツィオン」と「ドイツ労働

者友愛会」との関係等として現れる 。

　以下でわれわれは，このような問題を念頭におきつつ，いくつかの都市を例

にとっ て葉巻労働者の運動の生成 ・展開過程を検討する。またその際，各地で

行われた生産協同組合の実践にもふれ，この問題について論じる前提を得るこ

ととしたい。以下でとりあげるのは，ハ１／ブルク ・ブレーメノ ・ライプツィ

ヒ・ ベルリノ ・デ ュイスブルクの５都市である。これらは当時葉巻製造業の中

心的止地であり ，また革命下の葉巻労働者運動においていずれも重要な役割を

演じた。これらの諸都市の運動の検討を通じて，われわれは葉巻労働者運動全

体の展開過程をもほぽ知ることができるであろう 。

　２ ．各地の組織活動

　（１）　ハソブルク

　ハンブルクでは，すでに１８２３年に葉巻労働者の疾病金庫が，また１８３０年代に

は別の共済 ・遍歴金庫か設立されている。このうち前者はその後も長く存続し ，

ハンブルクの葉巻労働者協会はこれを改組して成立した。協会成立の正確な時

点は明らかでないが，１８４８年９月の「ドイツ労働者友愛会」結成後まもなくの

ことと考えられる 。当初の成員は約８００人，ただしまもなく３００人ほどが脱退し

　　７）
ている 。

　協会は成立の際に，従来の共済金庫の業務を疾病 ・埋葬 ・遍歴援助に拡大し

た。 当初の会費は週２シリンク 。この金庫は革命後も長く存続した。１８５１年 ・

５３年の時点で金庫の収入はそれぞれ７，３３１クーラント・ マルク（ＫＭ），８，９０７

ＫＭ．，一方支出は６，５６３ＫＭ．（うち疾病援助が２，６４０ＫＭ），７，９０３ＫＭ．（うち疾

病・ 埋葬援助が４，０４４ＫＭ）であ った。また成員数は１８５２年に５５０人，５０年代末に

は約８００人にのぽっている。アルトナをはじめ近隣諸地域の葉巻労働者協会は ，

共済制度に関する相互援助協定をハンブルクと結んだ。この金庫は結局１８８４年

まで存続し，この年にハノブルク ・アルトナの別の共済金庫と合同して ，６０年

　　　　　　　　　８）
におよぶ歴史を閉じる 。

　　　　　　　　　　　　　　　　（４７７）
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　ところでハンブルクの葉巻労働者協会は，上の共済金庫の会費の他に，さら

に週１シリンクを徴収して葉巻工場：生産協同組合の設立をはかっている。こ

の工場は１８４９年に設立され，これまた革命後まで存続した。１８５２１５３年度の売

り上げは１０，ＯＯＯＫＭ ，翌年は１６，０００ＫＭにおよぴ，この間葉巻の製造本数は

５００，ＯＯＯ本から７１５，ＯＯＯ本に増加した。１８５０年代初めに６，８００ＫＭ．であった資本

金も ，１８５８年には３０，ＯＯＯＫＭ．に増えている 。また１８５７年の時点で工場は４０人

の労働者を雇い，３軒の店舗をもっ ていた。しかし１８５０年代末の不況下で充分

な資金準備の整わないままに２５０人の失業者を雇い入れ，これかもとで工場の

経営状態は悪化した。工場がついに閉鎖を余儀なくされたのは，１８６２年のこと

　　９）
である 。

　革命期にもどろう 。ハンブルク葉巻労働者協会は，結成後ただちに「ドイツ

労働者友愛会」の一員とな っている。同市の労働者教育協会，市内のザンクト

・ゲオルク労働者協会，抽よび約１２業種の労働者の代表とともに，葉巻労働者

協会は「友愛会」のハンブルク地区委員会を構成した。もっとも葉巻労働者協

会は，「友愛会」の会費を直接ライブツィヒの「友愛会」中央委員会に送り ，

ハンブルク地区委員会に対しては臨時に寄付を行うのみにとどめていた。１８４９

年１０月のｒ友愛会」中央委員会宛書簡で，ハンブルク地区委員会は葉巻労働者

のこのような態度を非難し，反動下における成員数の大幅な減少により ，また

葉巻労働者のこうした行動によっ て， 中央委員会におさめる会費を減額せざる
　　　　　　　　　　　　　１Ｏ）
をえなくな った，と訴えている 。

　また「ドイツ葉巻労働者アソツィアツィオン」への加入を，ハンブルク葉巻

労働者協会は当初みあわせていた。葉巻労働者独自の連合ではなく ，「友愛会」

を中心とする労働者運動全体の統一こそが重要である，というのが彼らの立場

であ った。「友愛会」への加入問題について，各地の葉巻労働者がさまざまな

意見を表明したが，とりわけ加入に積極的だったのはハンブルクである 。ｒ葉

巻労働者アソツィアツィオソ」を解散し，各地の葉巻労働者団体がそれぞれ

「友愛会」に加入してその支部組織となること ，また「アソツィアツィオソ」

の機関紙『コソコルデ ィア』を廃刊して，「友愛会」の機関紙『友愛』に一本

　　　　　　　　　　　　　　　　（４７８）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１１）
化すること 。ハンブルクの葉巻労働者協会はこのような提案を行った 。

　１８４９年９月 ，ライプツィヒでの葉巻労働者会議において，「友愛会」への加

入問題かもっとも重要な議事として論議された。会議てはさしあたり加入は見

合わされたものの，これに向けて努力することが確認され，また両組織の機関

紙を合同で発行することが決定された。これを機に，ハノブルク葉巻労働者協
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１２）
会は「葉巻労働者アソツィアツィオン」の一員となる 。

　ハンブルクの葉巻労働者は，さらにドイツ以外の労働者とも連帯行動をとっ

た。１８４８年秋，ヴィーンでの労働者蜂起の犠牲者のための募金活動が行われる

と，ハンブルク葉巻労働者協会はこれに加わ った。また翌年９月 ，ロンドンで

１５０人の葉巻労働者がストライキを決行した際にも ，協会は支援行動をとって

いる 。ロンド１■の工場主は，ドイツから労働者を雇ってストライキに対抗しよ

うとしたのであるが，ハ１／ブルク葉巻労働者協会はこれに応じないという決議

をただちに行い，ドイツの他の地域の葉巻労働者団体にも同様の行動をとるよ
　　　　　　　　　１３）
うよびかけたのである 。

　革命敗北後の反動の波を，ハンブルク葉巻労働老協会がどのようにのりきっ

たかは明らかでない。おそらく他の労働考団体と同様しだいに政治的色彩を弱

め， 先に見た共済金庫 ・生産協同組合を中心とする活動に専念していったので

あろう 。このような活動を率いたＳ．エシ ュヴ ェーゲ（Ｅ・・ｈｗ・ｇ・）は，遅くと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１４）
も１８５１年４月の時点でハソブルク葉巻労働者協会の会長とな っている 。１８６０年

代半ばにラサール派の全国組織「ドイツ葉巻労働者協会」が結成されると ，ハ

ンブルクでは，この組織の指導者Ｆ．Ｗ．フリッ チェ（Ｆ
・ｉｔ… ｈ・）とエシ ュヴ

ヱーゲの支持者のあいだで激しい対立が生じ，以後１８７０年代にいたるまで後者

か優位を占めていた。ただしこれらの事実によっ て，ハ■フルクの葉巻労働者

が革命後全く穏健化したと考えれば誤りであろう 。１８５２年にブラウソシ ュヴァ

イクの葉巻労働者が，彼らの「アソツィアツィオン原理〔：結杜への結合？〕」

をめく“っ て雇主と争ったとき，ここでスト破りとして働くことをハソブルクの

葉巻労働者は拒否した。また１８５６年の葉巻労働者協会創立記念祭ては，次のよ

うに言われている。「アソツィアツィオンは堅固な壁を築くための礎石であり ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（４７９）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１５）
資本の力はいずれこの壁につきあたって砕け散るであろう」，と 。

　（２）　ブレーメン

　フレーメ／では１８２４年に，ソ■フト手工業職人の共済金庫をモテルとして ，

葉巻労働者の疾病金庫が設立されている。病気の際の金銭援助のほか，妻が死

亡した場合には埋葬費用が支給された。もっとも健康上の理由で市民兵となる

資格のない者，および４０才をこえる労働者の加入は認められず，葉巻労働者の

かなりの部分がはじめから加入の道を閉ざされていた。この金庫がいつまで存

続したかは明らかでない。その後，１８４４年に２１名の葉巻労働者か，疾病金庫設

立の許可を市参事会に求めている。この要求は聞き入れられなかったか，以後
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１６）
も葉巻労働者による共済金庫設立の試みがくりかえし行われた 。

　このような共済金庫とは別に，葉巻製造工のあいだでは，以下に述べるよう

な連帯活動が１８４０年代にいたるまで行われていた。すなわちある労働者が病気

で働けなくな った場合，同僚の労働者が彼の分よけいに仕事をし，賃金のうち

１ターラー差し引いた残りを病気の労働者，あるいはその家族に与えるという

慣行である。もとよりこの額では病気の労働者家族の生活はなりたたないが ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１７）
しかし少なくともこれによって回復後に復帰すべき職場が確保された。このよ

うな労働者間の連帯か，革命期の組織活動の基礎とな ったことは容易に想像さ

れる 。

　１８４８年３月 ，フレーメ■では民主主義的諸制度の導入，とりわげ普通 ・平等

選挙権の実現を求めて民衆がデモ行進を行ったが，その参加者の大半は葉巻労
　　　　　１８）
働者であ った。彼らが独自の組織，ブレーメン葉巻労働者協会を結成したのは

翌年３月頃と思われる。この時点ですでに協会の成員数は１ ，４６７人，１８５２年の

　　　　　　　　　　　　　　　１９）
解散直前にも１，３００人を擁していた。またこの協会とは別に，「ドイツ葉巻労働

者アソツィアツィオン」のブレーメン支部が１８４９年１２月に設立されている 。２

つの組織が並立するというこのような事態の背後には，以下に見るようなフ

レーメン葉巻製造業独自の規制措置をめぐる葉巻労働者内部の対立が存在した

と考えられる 。

　当時ブレーメンの市参事会は，外部から流入する葉巻労働者に対して２５

　　　　　　　　　　　　　　　　（４８０）
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Ｔ１ｒ．の保証金の納入を義務づげていた。ブレーメンの葉巻労働者自身，周辺の

農民か葉巻製造業に流入し，これによっ て賃金か下落することを阻止するため

に必要であるとして，この措置を擁護している。しかし外部の葉巻労働者から

見れば，それは，ドイツ最大の葉巻生産地の一つから彼らを締め出そうとする

措置以外の何物でもなかった。実際，外部の労働老が保証金を納めようとして

も， 市参事会がこれを拒否して就労を許さなか ったり ，あるいはブレーメソの

葉巻労働者が外部から流入した労働者の宿におしかけ，これを追いかえそうと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２０）
したというような事例が，『コンコルデ ィア』紙上で報じられている 。

　１８４８年９月のドイツ葉巻労働者会議では，この保証金制度の廃止を求める決

議か採択された。また１年後の第２回葉巻労働者会議ても ，同様の決議かくり

かえされた。しかし会議に参加したブレーメノの葉巻労働者は，決議の実現に

向けて努力することは約束しつつも ，それが可能であるかどうか疑問であると
　　　　　２１）
付言している 。

　ブレーメ１／葉巻労働者協会は，当初「ドイツ葉巻労働者アソツィアツィオ

ン」に加わっていなかった。その後１８４９年９月の葉巻労働者会議を機にいった

ん加入したものの，すでに３ヵ 月後には再び脱退している。上に述べた利害の

対立が，その一因であ ったと思われる。いずれにせよ「葉巻労働者アソツィア

ツィオン」は，ブレーメンの脱退後，急邊新たな支部をここに設立せねばなら

なか った。上の会議で「アソツィアツィオン」の本部所在地は，創立以来のベ

ルリノからブレーメ川こ移ることとなり ，「アソソィアツィオノ」の本部とし

て働く組織が必要だ ったのである。もっともこうして設立された「アソツィア

ツィオノ」の支部団体は，葉巻労働者協会と比べてわずかの成員しか得ること

ができなかった。またこうして並存することになった２つの組織は，必ずしも

対立していたわけではなく ，例えぼ１８５０年には，スイスヘの亡命者のための募
　　　　　　　　　　　　　　２２）
金活動を両組織共同で行っている 。

　次に「ドイツ葉巻労働者アソツィアツィオソ」の「労働者友愛会」への加入

問題について ，フレーメ：／葉巻労働者協会は，葉巻労働者独自の組織の解体に

つながりかねないという理由でこれに反対した。ただし１８５０年２月の時点で ，

　　　　　　　　　　　　　　　　（４８１）
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協会は「友愛会」の一員であるブレーメソ労働者協会に加入している。ブレー

メン労働者揚会は１８４８年１０月に結成され，以後この都市の労働者運動の中核と

なっ ていた。協会を率いたＧ　Ａヶ ヅトゲソ（Ｋｏｔｔｇ・ｎ）は，ｒ真正杜会主義者」

ヴァイトリンクの強い影響を受げ，エソゲルス，モー ゼス・ヘスなどとも親交

をもっ ていた。しかし１８４９年６月にケ ットゲソが逮捕 ・追放された後，協会は

共産主義的色彩を弱めていく 。葉巻労働老協会が労働者協会に加わったのは ，
　　　　　　　　　２３）
これ以後のことである 。

　また１８４９年１０月に「北ドイツ労働者連合」が結成されると ，ブレーメン労働

者協会はその本部に選ばれた。「北ドイツ 労働者連合」は，ライブツィヒの

「友愛会」中央委員会を支援することを目的として設立され，北ドイツ諸都市

のほとんどすべての労働者協会がこれに加入した。葉巻労働者協会および「ア

ソツィアツィオン」支部も ，１８５０年５月の「北ドイツ労働者連合」の会議に代
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２４）
表を派遣したが，ただしこの組織の一員とはな っていない 。

　ところで以上に見た２つの葉巻労働者組織の他に，ブレーメンでは葉巻選別

工の団体が１８４９年末に設立されている。これら３つの団体に組織された労働者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２５）
の比率はかなり高く ，１８５２年の時点であわせて６０％をこえていたといわれる 。

それではこれらの組織は，具体的にとのような活動を行っていたのだろうか 。

　まず「アソツィアツィオン」支部の１８４９年１２月の規約は，病気 ・死亡 ・遍

歴・ 廃疾，そして夫が死亡した際に金銭援助を行う共済金庫の設立を規定して

いる 。実際例えば１８５０年には，この金庫から２３２人が疾病援助を，１２７人が遍歴

援助を，そして１人が埋葬援助を得ている。さらにメ１／バーの１人が死んだ場

合， すへての成員は葬儀に参加する義務を負い，その他に枢の担ぎ手２０人と葬

列の先導者１人，そして楽隊が提供された。また同じ規約によれば，会費の一

部はアソツィアツィオンエ場＝生産協同組合の設立にあてられることとされて

いる。ブレーメ１／では，葉巻労働者の生産協同組合が２つ存在したことが確認

されるが，これがはたして「アソツィアツィオソ」支部によるものであったか

どうか明らかでない 。

　一方葉巻労働者協会は，「アソツィアツィオソ」支部と比べて政治活動に携

　　　　　　　　　　　　　　　　（４８２）
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わることがより多か った。他の政治団体との接触が積極的に求められ，とりわ

げ成員の多くは民主主義協会を支持していた。民主主義協会は，１８４８年６月に

結成された急進民主主義者の組織てある。ただし葉巻労働者協会も共済活動を

軽視していたわけではなく ，むしろ逆に，相互援助による「ブレーメン葉巻製

造工の物的福利の向上」が協会の目的に掲げられている。特にここでは失業援

助が共済活動の一つにあげられ，これは同時に一種のストライキ金庫として機

能したものと考えられる。最後に選別工協会も ，成員の物的援助をその目的と
　　　２６）
していた 。

　このような労働者の自主的な共済活動を，市当局は強制金庫の設立によっ て

阻止しようとした。すなわち１８４９年４月の条令によれば，同年５月１日以降葉

巻製造業につこうとする者は，労働者 ・工場主 ・商人の如何を問わず，市の設

立する疾病金庫に加入せねぼならない。またそれ以前から葉巻製造業に従事す

る者に対しても ，自主的に加入することか求められた。しかしこのような加入

強制令は必ずしも充分な効果を示さず，当局は２年後の１８５１年６月に再度新た

な条令を発することにな った。この条令によっ て疾病金庫への加入義務はすべ

ての葉巻労働者に拡大され，これに従わない者に対しては罰金 ・禁固 ・労働手

帳とりあげなどの処罰が科せられた。特に労働手帳のとりあげはブレーメン市

内での就労禁止を意味し，労働者にとっ て深刻な問題であ った。ただし一方 ，

この金庫の運営には労働者の参加が認められている。すなわち金庫の運営にあ

たる理事会は，市参事会員１人かつとめる査察官，葉巻工場主　葉巻製造工そ

れぞれ２人から成る監督官，そしてそれ以外の１６人の理事から構成される 。ま

たブレーメ１■の市域は１３の地区にわげられ，そのそれぞれを管轄し，会費を徴

収する地区長は，葉巻製造工がつとめることとされた。しかし例えば違反を処

罰する権限は警察と裁判所か握っており ，金庫か当局の管理下にある組織であ
　　　　　　　　　　２７）
ったことにかわりはない 。

　１８５２年３月の結杜 ・集会の禁止令によっ て， 上に見た葉巻労働者の３つの組

織はすべて解散された。「アソツィアツィオン」支部は，すでに前年５月に共

済活動のみを目的とする葉巻労働者共済協会に改組されていたが，このような

　　　　　　　　　　　　　　　　（４８３）
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組織さえ存続をゆるされなかった。上に見た当局の金庫への加入強制が解除さ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２８）
れるのは，ようやく１８６２年のことである 。

＊ｎの途中であるが，本号掲載分についての注記を以下で行う 。

　　１）オ ッファーマ１／によれば，１８４８年から１８５３年の間に１４５地区で葉巻労働者協会

　　　の存在か確認される 。Ｔ　 Ｏｆｆｅｒｍａｍ，Ｄ１ｅｒｅｇ１ｏｎａ１ｅ Ａｕｓｂｒｅ１ｔｍｇｄｅｒｆｒｕｈｅｎｄｔ

　　　Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ１８４８／４９－１８６０／６４，ｍ　Ｇｅｓｃ
ｈ１ｃｈｔｅ　ｕ　Ｇｅｓｅ１１ｓｃｈａｆｔ１３（１９８７）

，

　　　Ｓ．４２８

　　２）　０伍ｅｒｍａｎｎ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ，Ｓ１１４

　　３）革命期の労働者組織全般と比較した場合，ヴ ユルテソベルク（当時の労働者運

　　　動の一中心地）に存在した葉巻労働者組織の少ないことを特徴としてあげうるか

　　　もしれない。Ｂａｌｓｅｒ，Ｂｄ．２表紙見開きの地図（「労働者友愛会」所属団体の地域

　　　分布）を参照 。

　　４）　Ｖｇ１Ｏｆｆｅｒｍａｍ，Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ，Ｓ１１７ｆｆ

　　５）ＶｇｌＵＥｎｇｅ１ｈａｒｄｔ，Ｇｅｗｅｒｋｓｃｈａｆｔ１１ｃｈｅｓ Ｏｒｇａｍｓａｔ１ｏｎｓｖｅｒｈａｌｔｅｎｍｄｅｒｅｒｓｔｅｎ

　　　Ｉｎｄｕｓｔｒ１ａ１１ｓ１ｅｒｍｇｓｐｈ
ａｓｅ，ｍ ＷＣｏｎｚｅｕａ（Ｈｇ），Ａ

ｒｂｅ１ｔｅｒ１ｍＩｎｄｕｓｔｒ１ａ１１－

　　　 ｓ１ｅｒｕｎｇｓｐｒｏｚｅ
Ｂ， Ｓｔｕｔｔｇａｒｔ１９７９，Ｓ３８４ｆ ，Ｃｃｄ ，Ｎｒ２８．２６１０１８４９，“Ｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ

’’

　　　 シュレーダー は， ドイツ 全国で２５，０００から３０．ＯＯＯ人の葉巻労働者の３－４％を

　　　ｒドイツ葉巻労働者アソツィァツィオン」が組織したと推定している 。Ｓｃｈｒ６ｄｅｒ，

　　　Ｓ．２４０

　　６）増谷「フラソクフルト労働者協会」 ，１１３－１１４頁を参照 。

　　７）　Ｄ　Ｄｏｗｅ／Ｔ　Ｏｆｆｅｒｍａｍ（Ｈｇ），Ｄｅｕｔｓｃｈｅ　Ｈａｎｄｗｅｒｋｅ卜ｕ　Ａｒｂｅｌｔｅｒｋｏｎｇｒｅｓｓｅ

　　　１８４８－１８５２，Ｂｅｒｌｍ／Ｂｏｍ１９８３，Ｓ２６２ ，Ｓｃｈｒｏｄｅｒ，Ｓ２３７ ，Ｄａｈｍｓ，Ｓ１９

　　８）Ｅｂｄ ，Ｓ１９ｆ ，Ｂｕｒｇｅｒ，Ｓ１２ｆ，ＨＬ
ａｕｆｅｎｂ

ｅｒｇ，Ｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅｄｅｒ Ａｒｂｅ１ｔｅｒ

　　　ｂｅｗｅｇｍｇ　ｍ　Ｈａｍｂｕｒｇ，Ａ１ｔｏｎａ　ｕ　Ｕｍｇｅｇｅｎｄ，Ｂｄ１，Ｈａｍｂｕｒｇ１９１１（ＮＤ１９７７）
，

　　　Ｓ．１６８ｆ

　　９）注８と同じ 。

　　１０）Ｈ　Ｓｃｈｌｅｃｈｔｅ（Ｈｇ），Ｄ１ｅ　Ａｌ１ｇ　Ｄｔ　Ａｒｂｅ１ｔｅｒｖｅｒｂｒｕｄｅｍｇ１８４８－１８５０，Ｗｅｌｍａｒ

　　　１９７９，Ｄｏｋ．１３５（Ａｎｍ
．１），Ｄｏｋ．１４６，Ｄｏｋ．１５０

　　１１）　Ｅｂｄ
．，

Ｄｏｋ．１４６；Ｖｂｒ．，ＮＬ５６，１３．４．１８４９，Ｓ．２２３

　　１２）　Ｄｏｗｅ／Ｏｆｆｅｒｍａｎｎ，Ｓ３５８，３７５ ，Ｃｃｄ ，Ｎｒ２８．２６１０１８４９，“Ｇｅｓｃｈ１ｃｈｔｅ　ｄｅｒ

　　　Ａｓｓｏｚ１ａｔ１ｏｎ
”， Ｖｂｒ， Ｎｒ１０２．２１９１８４９，Ｓ４０７

　　１３）Ｊ　Ｂｒｅｕ１１１ｙ／Ｗ　Ｓａｃｈｓｅ，Ｊｏａｃｈｍ　Ｆｒ１ｅｄｒ１ｃｈ　Ｍａれｅｎｓ（１８０６－１８７７）ｕ　ｄ１ｅ　Ｄｔ

　　　Ａｒｂｅ１ｔｅｒｂｅｗｅｇｕｎｇ，Ｇｏｔｔｍｇｅｎ１９８４，Ｓ２４１ ，Ｖｂｒ， Ｎｒ ４６．９３１８４９，Ｓ１８３ ，Ｃｃｄ ，

　　　Ｎｒ２／３．１０３１８４９，Ｋｏｒｒ　Ｈａｍｂ皿ｇ ，Ｌａｕｆｅｎｂｅｒｇ，ｓ１２５ ，Ｓｃｈｌｅｃｈｔｅ，ｓ５２

（４８４）
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　　　　　　　ドイッ三月革命期における葉巻労働老の運動（上）（山井）　　　　　１１３

　Ｖｇ１Ｃ１ｒｃｕ１ａｒ，Ｎｒ１７．４５１８５１，Ｋｏｒｒ　Ｈａｍｂｕｒｇ

　Ｂｕｒｇｅｒ，Ｓ１３ ，Ｌａｕｆｅｎｂｅｒｇ，Ｓ６９

　Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ．１９７ｆ

　Ｅｂｄ

　Ｐａｕ１ｍａｎｎ，Ｓ１２

　Ｃｃｄ
．，

Ｎｒ．４，１７．３．１８４９，Ｋｏｒｒ．Ｂｒｅｍｅｎ；Ｓ
ｃｈ１ｅｃｈｔｅ，Ｄｏｋ．３６；Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ．２０６

　Ｃｃ（１
．，

Ｎｒ．６，３１ ．３．１８４９ ，‘‘ｖｅｒｅｉｎｓ－Ａｎｇｅ１ｅｇｅｎｈｅｉｔｅｎ”ｕ ．‘‘Ｐｅｔｉｔ三〇ｎ
．．．’’

Ｎｒ．２４／２５
．

２８８１８４９
，‘‘Ｍ１ｔｔｈｅ１１ｕｎｇ　”

　Ｄｏｗｅ／Ｏｆｆｅｒｍａｍ，Ｓ３５０，３６７

　Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ．２０５ｆ

　Ｓｃｈ１ｅｃｈｔｅ，Ｄｏｋ３３（Ａｎｍ２） ，Ｂｏｔｔｃｈｅｒ，Ｓ３９ｆｆ ，Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ２０２ｆ

　Ｅｂｄ
．，

Ｓ． ２０６；Ｓｃｈ１ｅｃｈｔｅ，Ｄｏｋ，４０（Ａｎｍ
．２）．北ドイツ 最大の労働者協会である

ハンブルク労働者協会は，「友愛会」に結集すべき労働者の統一が新たな組織の

創出によっ て妨げられることを恐れ，「連合」には加入しなか った。「北ドイツ 労

輿者連合」について ，Ｈ・ｖｏｎ Ｂｅｒｇ・Ｅｎｔｓｔｅｈｕｎｇｕ
・丁身ｔｉｇｋｅｉｔｄｅｒ Ｎｏｒｄｄｅｕｔｓｃｈｅｎ

Ａｒｂｅ１ｔｅｒｖｅｒｅｍ１ｇｕｎｇ　ａｌｓ　Ｒｅｇ１ｏｎａ１ｏｒｇａｍｓａｔ１ｏｎ　ｄｅｒ　Ｄｔ　Ａｒｂｅｌｔｅｒｖｅｒｂｒｕｄｅｒｕｎｇ

ｎａｃｈｄｅｒ Ｎｌｅ
ｄｅｒｓｃｈ１ａｇｕｎｇｄｅｒ Ｒｅｖｏ１ｕｔ１ｏｎｖｏｎ１８４８／４９，Ｂｏｍ１９８１を参昭 。

　　Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ．２０６ｆ

　　以上，Ｅｂｄ
．，

Ｓ． １７２，２０５ｆ．；Ｆｒｉｓｃｈ， Ｓ． ２６ｆ。；Ｂ６ｔｔｃｈｅｒ，Ｓ．２２，３５－３９による
。

　　Ｅｂｄ
．，

Ｓ． ３５ｆ．；Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ．１９８ｆ

　　Ｂｕｒｇｄｏｒｆ，Ｓ．１９９，２０５ｆ

（４８５）




